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事 業 委 員 会 

 

日   時 平成２７年３月１０日（火）午前１０時００分開会－午前１１時５２分閉会 

場   所 役場３階 第２委員会室 

 

出席委員 豊国委員長、竹原副委員長、小川、出口、辻下、反保、鍛治 

      奥野議長、竹内監査委員 

 

欠席委員 なし 

 

傍聴議員 川端、道工、田島、中原 

 

出席理事者 田代町長、中口副町長、笠間教育長、 

      末原都市整備部長、保井まちづくり戦略室長、 

      古谷総務部長、四至本財政改革部長、 

      鵜久森水道事業理事、 

      岸野総務部理事兼財政改革部理事兼まちづくり戦略室理事、 

      木下都市整備部理事兼ＰＦＩ総括、家永都市整備部理事兼道の駅建築総括、 

      早野都市整備部理事、西企画政策監、 

      河合都市整備部副理事兼産業振興課長、中谷都市整備部土木下水道課長、 

      吉田都市整備部観光交流課長、多賀井都市整備部二国推進課長、 

      坂元都市整備部二国推進課参事、寺田企画政策担当課長、 

      奥都市整備部建築課長代理、大野都市整備部水道課長代理、 

      是澤都市整備部土木下水道課土木係長、小坂都市整備部土木下水道課下水道係長 

      瀬戸都市整備部水道課事業係長、永田都市整備部水道課総務係長 

 

案   件 

     （１）付託案件について 
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（午前１０時００分 開会） 

豊国委員長 皆さん、おはようございます。ただいまから事業委員会を開会します。 

本日の出席委員は７名、全員出席です。理事者については全員出席です。定足数に達し

ておりますので本委員会は成立しました。 

これより事業委員会を開きます。 

なお、理事者から報告案件がありますので、委員会終了後、引き続き協議会を開催しま

す。よろしくお願いします。 

３月５日の本会議において、本委員会に付託を受けました議案８件の審査を行います。 

それでは、これより議事に入ります。 

なお、発言者については必ずマイクのスイッチを入れてから発言をお願いします。また、

理事者の発言は所属部署と氏名を言ってからお願いします。 

議案第２号「平成２６年度岬町一般会計補正予算（第６次）の件」のうち、本委員会に

付託された案件について議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。吉田課長。 

吉田都市整備部観光交流課長 それでは、委員会資料の１ページをご参照ください。 

平成２６年度岬町一般会計補正予算（第６次）の件のうち、当委員会に付託されました

案件につきまして、ご説明させていただきます。 

歳出、７商工費、１商工費、観光費といたしまして、６３万８，０００円の増額補正を

お願いするものでございます。 

内容といたしましては、都市公園区域内にある長松海岸の松林は、ここ最近、松枯れが

ひどく、これまでは町が対策を行ってきましたが、今後、計画的に維持管理をしていくこ

とが適切であることや、観光資源として保持していくという観点から、昨年発足した岬町

観光協会に維持管理を委託し、今回は枯れた松の伐採、薬剤の注入、散布等をするための

経費について、事業補助金として観光協会に支出するため、増額補正をお願いするもので

ございます。 

以上、当委員会付託分としまして６３万８，０００円の増額補正をお願いするものです。 

豊国委員長 ただいまの説明に対して質疑ございませんか。鍛治委員、どうぞ。 

鍛治委員 今の件ですけれども、試行的に注入したり、いろいろやっていただくということですけ

れども、本来は、あそこに松が、一時は約２，０００本あったんですね。それが、２年前

に７００本の枯れたのをとった。現在、５０本とったということで、１，０００本ぐらい
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はまだ生きている松があると思うんですよ。 

今回はこれ、どうしてもこれだけ、テストケースとしておさめたいということで了解し

たのですけれども、来年から、４年ないし５年計画で、年３００万円から５００万円かけ

て、全て松くい虫にならないように、薬を注入したり、散布したり、それをここでどうの

こうのじゃないですけれども、しっかりと予算をとってもらえるように。特に、これは観

光の方ですかな。課長、担当課長をやられているのですかね。お願いしますね。４カ年な

いし５カ年計画、お願いします。 

豊国委員長 よろしいですか。竹原副委員長、どうぞ。 

竹原副委員長 ただいまの説明では、長松海岸の松について、計画的にということで、観光協会の

ほうで管理をお願いするといったことをお聞きしましたけれども、観光協会のほうで、そ

れこそ何カ年計画というのは立てられているのかどうかというのを、まず一つお聞きした

いのと、それと、この金額６３万８，０００円となっているのですけれども、この金額プ

ラス観光協会で幾らか持たれて長松海岸の松を整備するのかどうかというのを一度聞いて

おこうかなと思います。 

豊国委員長 吉田課長。 

吉田都市整備部観光交流課長 竹原委員の質問にお答えいたします。 

この事業を観光協会が維持管理していくということになったのがつい最近の２月２３日

に協定を結んだところでございまして、具体的な計画については、現場状況等も調査して

いただいたうえで、どのような対策を講じていくべきかを整理し、年度計画、中期計画を

立案してまいりたいと考えております。 

豊国委員長 早野理事。 

早野都市整備部理事 ２点目の金額につきましては、私どものほうで積算した金額をもとに、観光

協会とご協議をさせていただいて、その金額で賄っていただくということで、観光協会か

らの支出というよりも、補助金で賄うということで考えております。 

豊国委員長 竹原副委員長、どうぞ。 

竹原副委員長 ２点お聞きしまして、それならばということがございます。といいますのは、平成

２５年度決算を見ておりましても、この松のところに投入しているこの資金ですけれども、

幾らかあったと思うのですが、もうこれは観光費で出ておりまして、まだ計画が立ってい

ないということでありましたら、観光協会の補助金として行くのではなしに、役場の契約

として支出していただきたい。 
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それはなぜかといいますと、以前もありましたけれども、観光協会に一旦補助金として

入れてしまいますと、観光協会のほうで業者を選定して、随意契約というのですか、そう

いうようになってしまうと考えられると思うんです。以前も、観光協会の事業もそういう

ような感じで、これは一つの業者に任せるのではなしに、役所から業者のほうに依頼する

といったほうが、クリーンではないかなと思っています。 

本当に、先ほどの答弁では、１００％この松のことに使うということなので、ほぼ公的

な資金、私たちの税金で作業することなので、観光協会のほうで選定するんじゃなしに、

以前と同様に、まだ計画も立っていないのでしたら、役所のほうから通常の仕事として投

げたらどうかと思うのですけれども、その辺の見解はどうなっておりますか。 

豊国委員長 早野理事。 

早野都市整備部理事 仕事の発注に関しましては、行政、岬町の指名業者を選定させていただきま

して、その中で観光協会の会員になっていただくところから発注していただくということ

で、観光協会の役員さんとの協議をおこなっているところです。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 その点、税金をもって、補助金として出すのですから、重々注意していただいて、

その観光協会のほうの総会なりあると思うんですけれども、そこでもどこどこの業者を優

遇したとかいうのが出てこないように、重々注意して指名業者に発注するように、こちら

の担当課からも指導するようにしていただければと、このように思いますので、よろしく

お願いしておきます。 

豊国委員長 今の件、そういうたっての要望もありますので、今後、十分進めていってください。 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第２号「平成２６年度岬町一般会計補正予算（第６次）の件」のうち、本委員会に

付託された案件について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 
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（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第２号のうち、本委員会に付託された案件は可決されました。 

議案第５号「平成２７年度岬町一般会計予算の件」のうち、本委員会に付託された案件

を議題とします。 

本件について、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思い

ます。また、歳入歳出をそれぞれ分けて審議したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

豊国委員長 それでは、歳入から審査に入ります。 

委員会資料の２ページから４ページをごらんください。 

質疑ございませんか。出口委員、どうぞ。 

出口委員 ３ページの一番下の海釣り公園の道の駅の管理委託金ですけれども、３２０万４，００

０円という形で、詳細の内容をお聞かせ願えませんか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 この３２０万４，０００円は、岬町海釣り公園とっとパー

クの歳入でありまして、これは、道の駅がございまして、あそこの道の駅は大阪府の施設

でありまして、大阪府から委託料をいただいて、そこからとっとパークの指定管理者に事

業として委託しているものでございます。 

中身につきましては、トイレの清掃費及び浄化槽の施設などや電気代であります。 

豊国委員長 出口委員、よろしいですか。はい、どうぞ。 

出口委員 今の清掃費とか、あと２件おっしゃっていましたけれども、それでそれだけの３２０万

４，０００円の費用がかかるのですか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 大阪府から試算していただきますと、最近、特に人件費が

高くなりまして、３２０万円ということになっています。 

出口委員 人件費は幾らですか。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 今ちょっと手元に資料がないので、また後日、報告させて

いただきます。 

出口委員 はい、わかりました。 

豊国委員長 それで、よろしいですか。 
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そしたら、その資料のほうはまた、後ほどお願いしておきます。 

ほかにございませんか。どうぞ。 

竹原副委員長 １件だけすみません。 

２ページの中ほど、使用料の公園使用料、いきいきパークみさき使用料（広場）３１万

２，０００円、１２カ月で割りますと、１カ月当たり２万６，０００円になるのかなと思

うのですけれども、大体月当たりこれくらいの収入、現時点でもこれくらい、月当たり２

万６，０００円ぐらいあるのかなという、それだけ確認させていただこうかなと思います。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 使用料なのですけれど、季節によりまして、利用の頻度が変わってきます。

ただ、土日の利用が多いので、大体、月２万６，０００円ぐらいというのは入ってくる予

定です。ただ、中止になれば返還等もさせていただきますので、平均はこれぐらいの歳入

があるということを見込んでおります。 

豊国委員長 よろしいですか。ほかにないですか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、一般会計歳入についての質疑を終わります。 

続いて歳出に入ります。 

参考資料として配付しております、本委員会所管内訳表を合わせてごらんください。 

まず、衛生費に入ります。 

予算書６７ページの目、保健衛生総務費のうち、節、繰出金、水道課に係るもの、６８

ページの目、環境衛生費のうち、節、負担金、補助及び交付金、土木下水道課に係るもの

をごらんください。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、衛生費の質疑を終わります。 

続いて農林水産業費に入ります。 

予算書７４ページから７７ページをごらんください。 

質疑ございませんか。竹原副委員長。 

竹原副委員長 予算書を見せていただきまして、自分、一つもよう見つけなかったんですけれども、

一般質問等々でいっぱい出てきていました、深日地区の貸し農園に係る費用というのはど

こに出てきているのでしょうか。ここの農業費ではないのでしょうか。 
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豊国委員長 河合副理事、お願いします。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 深日地区の貸し農園については、まだ農地の所有者と契約

段階でありまして、費用については、まだ具体的には発生はしておりません。 

現況の貸し農園につきましても、予算上では発生はしておりません。 

豊国委員長 はい、どうぞ。 

竹原副委員長 恐らく、貸し農園を新たにつくろうとすると、今まで休耕田や遊休地だったと思う

ところをどんどんと開発していくのかなと。やはり、そのためには、機械を入れて、人夫

を入れてというようになると思うので、もう５月に、遅くても６月に始めるといったこと

もお聞きしたので、どこかに予算が載ってきているのかなと思いつつ、補正予算でという

のだったら、ちょっと遅いのと違うかなと思っているんですが、その辺はどのように考え

ておられるのかなと思うんですけれど。 

豊国委員長 今の件。河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 今、３月中に所有者と契約をする予定であります。 

費用については、今後、発生するかしないかについて、また検討しており、今貸し農園

をしている農地につきましては、一律年間幾らでというふうに利用者からいただいており

ます。その中から、費用についても募集して、そこからも整備する方針で、今のところは

考えております。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 それはこれからということですけれども、もう場所は特定されていますよね。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 みさき公園の長松付近で行っている貸し農園の利用料金は、

年間一律３，０００円を利用者の方からいただいております。そのいただいた収入につい

ては、農地の方にそのまま渡していることになっております。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 それは今現在のところやけど、今度は深日でされるところはもう特定されているで

しょう。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 深日で今度するところにつきましては、利用料金、一律３，

０００円にするか、４，０００円になるか、それは今、こちらのほうで検討中であります。 

豊国委員長 だから今、竹原委員が質問されているのは、それについて、いろいろ耕したりするの
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に費用がかからへんかということを聞いて、そして、計画されている場所を決まってんね

んやから、言っておいてください。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 計画している場所は、深日の緑ヶ丘地区でありまして、そ

この岬カントリーの下のほうの農地、４区画をお借りしまして、４区画で約１，５００平

米ほどあります。１，５００平米を１区画３０平米ぐらいに割りまして、４０から４５区

画で公募しようと考えております。 

農地を整地、耕す作業については、借用される方々にお願いする予定でありますが、岬

町からの支出は今のところ検討はしておりません。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 今の説明でよくわかりました。もう借りる方がそこを整備するということで、町か

らの支出はないということでしたので、理解いたしました。ありがとうございます。 

豊国委員長 その件はそれでよろしいですね。 

ほかにございませんか。出口委員、どうぞ。 

出口委員 ７５ページの農業振興費の役務費と負担金補助及び交付金の件でお聞きします。 

有害鳥獣処理手数料は、多分、これはアライグマの処分料と思いますが、これは大体何

頭ぐらいの計算でこの金額を上げているのか。 

それと、有害鳥獣駆除事業補助金は７０万円となっておりますが、これは多分、今何名

協力者がおるか知りませんけれども、免許、許可更新代とえさ代と、その他もろもろ、ど

ういう詳細になっているか、お聞かせ願いたいと思います。 

豊国委員長 今の質問の件で。河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 役務費の４万５，０００円の内訳につきましては、アライ

グマ１頭当たりの処分費は１，５００円でありまして、そのうち、３０匹を予定しており

ます。 

また、その７０万円の有害鳥獣駆除の委託料でありますが、今、有害鳥獣の免許の保有

者は１５名登録しておりまして、そのうち２５万５，０００円が免許更新料と、そして、

えさ代として各地区に助成を２０万円支給しております。 

また、１５名のサポート役として、約７０名の方のボランティア保険分として計上して

おります。 

あと残りの約２０万円分については、イノシシのおりの修繕料とかに使用する予定でご

ざいます。 
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豊国委員長 出口委員。 

出口委員 今、免許保有者が１５名ということで登録されてあって、２５万５，０００円という金

額を提示されましたけれども、実際にこの１５名のうち、稼働されているのは。本当にこ

の１５名が稼働されているのか。 

そしてまた、今各地区でえさ代が２０万円ということは、２町２村の中の淡輪、孝子、

多奈川、深日ということで、各地区に２０万円の補助を出していきますと、計算上からい

くと７０万円ではとても足りません。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 ４地区で２０万円であって、１地区が５万円の割合になり

ます。 

それと、その１５名が全て稼働しているかについてですが、昨年、平成２５年度から、

国の補助金制度ができました。１頭当たり幾らということで、１５名の方、人によっては、

捕獲数が違いますけれども、１５名の方が１年の間に何頭か持ってきておられますので、

全ての方が稼働しておられます。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 １５名稼働してますの。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 はい。１５名稼働しています。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 そうですか。 

もう１点、サポートの人数が７０名という話ですけれども、これはこの有害鳥獣が１１

年２カ月ぐらい前に発足したのですけれども、それからそのサポートの名義人の更新とか

見直しは、いつされましたか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 それについては、毎年、捕獲者の方及び地区代表の方から

も、この人もサポートに入れてほしいという要請があって、その都度、入れております。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 ということは、当初、１１年前は４名の各地区の１名ずつ、４名しかなかった免許保有

者が、今１５名になってあれば、このサポート人数がもっともっとふえているはずではな

いかなと私は推測するのですけれども、その辺は今、課長のほうでは、逐次、更新をして
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いるということですけれども、実際、当初、確か５０名近くのサポート者がいたのですけ

れども、ということは、それ以降は余りふえていないということですか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 今のところ、登録者は７３名でございます。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 私の聞き及んだところでは、五、六年前かな、実は小さなおりに、ある地区の設置して

いる場所で、おばあさんがそのおりに入ったということで、そういうことも実際にあった

話なのですけれども、そういう中で事故の件数とか、今のところ、別に事故があったのか、

なかったのか、その辺はどうですか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 そのあたりについても、設置する場所は子どもたちの通学

路を避けて、危険のないように、奥のほうに設置しており、現在のところ、きょうまでの

間ですけれども、事故の報告は受けておりません。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 当初、有害鳥獣が発足した当時は、特におりの設置場所には危険、立入禁止という看板

もぶら下げていたけれども、最近はそういうのは余り私、西畑から孝子あたりまで目にす

るんですけれど、そういう立入禁止の看板がかかっていないような気がします。と同時に、

そういう看板ももう古くなって、いつごろ更新されましたか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 看板については、平成２６年度で作成しまして、全て、岬

町有害鳥獣の協議会から支給しているおりについては、全て貼っております。中には、捕

獲者の中で個人的に作成して、つくられている方もおられますので、そこまではちょっと

把握はしておりません。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 個人的ということは、要するに、おりを個人的につくりはって、個人的に捕獲している

ということで認識してよろしいのですか。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 そのように聞いております。 

出口委員 わかりました。 

豊国委員長 よろしいですか。ほかにございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、農林水産業費の質疑を終わります。 

続いて商工費に入ります。予算書７７ページから８０ページをごらんください。 

質疑ございませんか。竹原副委員長。 

竹原副委員長 商工費で何点かあるのですけれども、まず商工総務費のところで、ページは変わっ

て、７８ページの一番上、商工会運営補助金という額は毎年変わらず出していただいてい

るみたいですけれども、本年、事業費補助というのがないのかなと思います。別のところ

でついているのかどうか、まず１点確認させていただきます。 

豊国委員長 西政策監。 

西企画政策監 この商工会の運営事業補助金につきましては、地方創生に関する交付金事業として、

同様の事業の実施を考えております。そのため、追加提案させていただきます補正予算の

中で、商工会の運営事業の補助金、それから、深日漁港のフェスタの事業費補助金、深日

港の活性化イベント補助金、この３事業につきましては追加提案させていただきます、補

正予算のほうで予算の提案をさせていただきたいと考えております。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 別であるとお聞きしました。 

それでは、次なのですけれども、同じ７８ページの下のほうに、観光交流課のマスコッ

トキャラクター製作委託料というのは、これは着ぐるみのことかなと思うのですけれども、

それもどういう計画になっているのか、答弁をお願いします。 

豊国委員長 吉田課長。 

吉田都市整備部観光交流課長 マスコットキャラクターの委託料のほうは、着ぐるみの修理代とグ

ッズ、着ぐるみの修理代が６万５，０００円と、グッズの製作委託料として４２万１，０

００円を計上しております。 

グッズの製作の内容ですけれども、現在は缶バッジ、ミニハンカチ等、あとポロシャツ

というのがグッズとしてあるんですけれども、そのほかに今回はシールとマスコット人形

を追加したいと考えております。そのほかに、従来のポロシャツの増加分、在庫が少ない

ので-、増加する分も含まれております。 

豊国委員長 よろしいですか。竹原副委員長。 

竹原副委員長 続いて、この観光費のところでいろいろ見ておりますと、金額が大きい案件が２つ

ありまして、金額が特に大きい、この道の駅関連で、多分足していくと何個かに分れてお
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りますが、大方５億５，０００万円ほどになるんですけれども、これの全体の設計図とい

うのですか、こういうのが出てこないのかなと思うのですけれども、そういうスケジュー

ルといったら、ここで予算を審議するに当たって、どういうものかというのをある程度知

りたかったなと思うのですけれども、そういうような設計図が出てくる時期というのがど

のようになっているのか。 

同じく、深日港観光案内所整備工事で、これもいろいろ見ておりますと、４，５００万

円ほどになるのかなと思うので、これも全体の計画というのですか、設計図みたいなもの

があれば、どのようなタイミングで出てくるのかだけ、答弁をお願いします。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 道の駅の設計図につきましては、当初予算で、道の駅「み

さき」設計業務委託料及び監理業務委託料を計上しておりまして、それについてはもう少

し時間がかかるというように聞いています。 

豊国委員長 家永理事。 

家永都市整備部理事兼道の駅建築総括 ただいまの道の駅の青写真ということのご質問ですが、造

成計画のほうは、浪国さんのほうで、今年度を期限として予定されておりまして、まだ正

式な形では完成しておりません。 

また、道の駅の施設のほうにつきましては、交付金の関係で、用途を少し見直さないと

いけないというお話もございますので、その部分について、設計業務委託料を計上させて

いただいておりまして、平成２７年度早々に発注して、中身を詰めていきたいと考えてお

ります。 

豊国委員長 吉田課長。 

吉田都市整備部観光交流課長 私のほうからは、深日港の観光案内所の件についてご説明をさせて

いただきます。 

当初予算の内訳は、深日港観光案内所の整備工事の設計委託料が４００万円、同じく監

理業務委託料が２５０万円、工事請負費として３，８５０万円、合計で４，５００万円あ

げさせていただいております。この観光案内所の建設は本登録に必要な要件となっており、 

予算をあげさせていただいているものでございます。担当課の案といたしましては、新年

度早々に、施設管理者の大阪府との間で契約をさせていただき、６月までに実施設計を済

まし、７月から工事着工し、年度末には供用開始できるように進めてまいりたいと考えて

おります。 



 

13 

これは深日港活性化特別委員会でもご説明をさせていただく予定となっております。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 ただいま、吉田課長のほうからは具体的な時期というのですか、大体教えていただ

いたのですけれども、道の駅のほうもオープンは同じころかなと、このように聞いており

ますので、大体、同じような日程で進むのかなと思うのですけれども、そうじゃないので

すか。４月から６月で設計をして、７月ぐらいから工事ということではないのですか。 

豊国委員長 末原部長。 

末原都市整備部長 道の駅の建設に当たりましては、土木工事は、町が負担金を支払うということ

で、浪速国道事務所の発注になります。現在、ご承知のように、防災対策工事ということ

で、この３月末まで工事を行っていますので、実際の造成工事にかかるのは入札行為が４

月からで、工事はかなりの規模になりますので、入札の手続に約３カ月程度かかると聞い

ております。そこから、着手になっていくわけですから、造成工事にもかなり期間を要す

ると思います。 

我々の役割としては、負担金を払って、国に土木工事をしていただき、そのできた平地

について、町が建築工事をやっていきます。建築というのは、町の発注工事になりますの

で、設計の準備が終われば、積算して発注ができるのですけれども、一体型整備になりま

すので、国のほうの整備が終わらないことには、発注の計画が立てられないということに

なっております。我々の思惑では、平成２７年度に完成の予定で進めていたのですけれど

も、どうも浪速国道の今の情報では、しばらく期間がかかるのではないかという情報も得

ております。 

豊国委員長 よろしいか。出口委員、どうぞ。 

出口委員 ８０ページの１９の負担金、補助及び交付金の件ですけども、１００万円の助成金の負

担が上がっていますね。これは多分、土採り跡地の場所で、確かあと１区画、決まってい

ないということで、その辺の助成金じゃないかと思うんですけども、そのあたりはどうで

すか。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 負担金、補助及び交付金の１００万円についてなんですけど、これはもう

既に進出していただいております青木松風庵に対する補助金でございます。 

企業誘致の補助金につきましては、岬町企業誘致に関する条例に基づく優遇措置等で、

数点、助成する補助金があります。その中で、青木松風庵さんに水道料金の助成金として、
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上限１００万円を３カ年補助するという補助金です。要求では、上限額となりますので、

１年間に相当する額が既に１００万円を超えているということです。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 ということは、仮にもうほかの企業が参入された場合には、この補助金の助成額は計上

されていないのですか。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 助成金につきましては、企業の建物ができてからの補助金もありますし、

企業をこちらのほうに呼び込むための補助金もあります。事業用地につきましては、５ヘ

クタール部分につきまして、これから、企業誘致をする用地であります。これにつきまし

ては、平成２７年度中に二国の土砂が撤去されますので、平成２７年４月より７月まで募

集期間を設けまして、募集する予定です。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 今、説明の中で、呼び込むための補助金助成制度はありますと回答されましたけれども、

それはどういう助成金があるのですか。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 すみません、失礼いたしました。その補助金はございません。申しわけご

ざいません。訂正させていただきます。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 ということは、もう本年度は企業誘致を見込めることがないような回答に聞こえました

けれども、どうですか。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 平成２７年度につきましては、各銀行等に当たりまして、企業誘致を考え

ている事業者を私どもに紹介いただいており、そこと交渉する段階になっております。 

また、民間の企業から数件問い合わせ等もございます。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 もし、進出する企業があれば、助成金はまた何らかの形で計上されることも予想されま

すね。 

豊国委員長 西政策監。 

西企画政策監 この助成金につきましては、企業が進出してからの助成となります。先ほど寺田の

ほうが説明させていただいたとおり、多目的公園につきましては、平成２７年４月から事
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業者を募集させていただくのですが、実際、進出いただく時期になりますと、土をとった

後、企業が整備されますので、早くても平成２８年度以降に発生する形になります。 

現時点で助成金として、平成２７年度としては青木松風庵さんの水道料金の助成という

のが今、確実にお支払いする内容となっておりますので、また今後、企業誘致に伴って発

生する分につきましては、その年度、年度に応じて、計上させていただきたいと考えてお

ります。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 今、説明の中で、青木松風庵の、これは１００万円というのは水道料金の助成金ですか。 

豊国委員長 西政策監。 

西企画政策監 今回、計上させていただいておりますのは、助成制度の中の一つであります、水道

料金の助成として上げさせていただいております。この水道料金の助成につきましては、

使用いただいた水道料金の１年分の３０％、３割を助成させていただくというものになっ

ておりまして、上限として１００万円を設けております。 

まだ、最終的に青木松風庵さんのほうから、１年分の水道料金の請求は出てきておりま

せんが、一応、上限額として１００万円の予算を今回設定させていただいているところで

ございます。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 今の西理事のお話では、１００万円の予算を上限として計上しているということなので

すけれども、ということは、まだ実際には今回が初めての水道料金の３０％の助成という

ことは、どれだけかかるか、まだわからない部分があるのですね。 

豊国委員長 西政策監。 

西企画政策監 この水道料金の助成につきましては、実際に１年間お支払いいただいた後に請求を

いただいて、額を確定するものになってまいります。 

昨年２月に進出されておりますので、対象については、２月からことしの１月までの料

金となってまいります。水道料金については、大体２カ月くらいたって、支払い完納がな

されますので、額的にはほぼ確定した金額はお伺いしておりますが、この１００万円は、

下回っているというのは聞いておりますけれども、まだ正式な請求については４月以降に

なりますので、この予算要求時にはその額がはっきりと固まっておりませんでしたので、

上限としての１００万円を予算の要求としてさせていただいておりますが、実際はこれよ

りも少ない額になると聞いております。 
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豊国委員長 よろしいですか。竹原副委員長。 

竹原副委員長 １件漏れてまして申しわけありません。 

７９ページの観光費の１９負担金、補助及び交付金というところに戻りまして、観光協

会に対する事業補助金というのはなかったんでしたっけ。でもないからなと思って、それ

だけ確認させていただきたい。 

豊国委員長 吉田課長。 

吉田都市整備部観光交流課長 岬町観光協会の補助金につきましては、事業補助金として５０万

円を、平成２６年度の地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金ということで申請してお

りまして、議会最終日に追加議案として提案させていただく分に含まれております。 

豊国委員長 よろしいですか。ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、商工費の質疑を終わります。 

続いて土木費に入ります。 

予算書８０ページから８７ページをごらんください。 

ただし、８４ページの目、都市計画総務費、節、負担金、補助及び交付金のうち、住民

生活課に係るものは他の委員会の所管ですので除きます。 

質疑ございませんか。出口委員。 

出口委員 ８５ページの公園費ですけれども、その中で臨時職員賃金が１４５万円出ております。

それは何名の部分であって、どこにどういう形の職員を配置されているのか。報償費、講

師謝礼というのはどういう内容の講師が来られているのか、その２点をお聞きします。 

豊国委員長 今の２点。寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 臨時職員の賃金につきましては、多目的公園の管理棟に用務員として１名

配置を予定しております。作業としましては、多目的公園の用地の管理、あと、施設の管

理、公園の利用者に対する管理をしております。 

それと、講師謝礼につきましては、多目的公園内にはビオトープというものがございま

す。その中のビオトープ活動としまして、生き物図鑑をつくろうということで、年５回を

目安に開催しております。その中で、日本ビオトープ管理士会近畿支部さんの協力のもと、

ビオトープ活動をしております。その講師の方に対して払う謝礼でございます。 

豊国委員長 反保委員。 

反保委員 ということは、８５ページのビオトープ整備工事というのは多目的公園のビオトープな
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んですか。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 多目的公園内のビオトープになります。 

豊国委員長 ほかにございませんか。竹原副委員長。 

竹原副委員長 戻ります。８２ページです。 

２つありまして、一つは、仮称計画１号線整備工事、金額が上がっているんですけれど

も、具体的にどこからどこという道でしたか。ここで一度確認をさせていただこうと思い

ます。 

豊国委員長 中谷課長。 

中谷都市整備部土木下水道課長 仮称計画１号線整備工事整備事業ですけれども、場所は下孝子地

内で、国道から入って、河川沿いに第二阪和国道の下を通るルートの一部です。一部の道

路拡幅と公園整備です。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 そうしましたら、どのような方が通られる道路でしょうか。 

豊国委員長 中谷課長。 

中谷都市整備部土木下水道課長 どのような方が通られるというのは、一般的に下孝子地区の住民

の方と、墓に行かれる方です。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 今、国道２６号延伸工事で渡りにくい状態ですけれども、下孝子地区内で道路を建

設してもらって、お墓参りができるということに支障がないということをお聞きしました。

その点、理解いたしました。 

続いて、海岸連絡線整備工事にもかなりの費用がかかっております。見せていただいて、

順次進んでいくのかなと思っているんですけれども、今回の予算では、用地買収費も計上

されておりますが、実際用地を買収する費用差といったら、計画では大体何平米というの

が、以前にも聞いたような気がするのですけれども、よろしくお願いします。 

豊国委員長 多賀井課長。 

多賀井都市整備部二国推進課長 仮称町道海岸連絡線道路用地の買収の面積といたしまして、基本

設計によります道路法線で概算面積を算出しております。用地の買収面積としましては、

現時点におきますと約１万２，０００平方メートルとなっております。 

豊国委員長 竹原副委員長。 
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竹原副委員長 電卓をおきまして計算すると、大体１億７，０００万円となっているところで、１

万２，０００平方メートルを割りますと、１平方メートル当たり、１万４，１６６円、坪

でいいますと、大体４万６，０００円という感じになるんですけれども、この用地買収に

関しまして、金額もこんだけ出していただいているんですけれども、見通しというのはど

んどん行けるというのはお持ちなのでしょうか。 

豊国委員長 多賀井課長。 

多賀井都市整備部二国推進課長 まず、竹原委員が今、試算していただきました平米当たりの単価

なんですけれども、これにつきましては、今予定している用地につきましては、市街化区

域、市街化調整区域、それと、準住居地域という地域があります。これをそれぞれの近接

地での単価を参考に、それぞれに計算し、面積、金額を算出しています。一つの単価で計

算しているわけではございません。 

それと、今現時点におきまして、道路の法線を確定するために、現地におきまして測量

を行っております。この測量に関しまして、予定しているところの住民の方々に測量のお

願いをしているところでございます。 

そこでの住民の反応でございますが、特に一方的にお断りですという内容についての話

はいただいておりません。 

豊国委員長 はい、どうぞ。 

竹原副委員長 今の答弁を聞いて、なかば安心させていただいているんですけれども、第二阪和を

建設するに当たり、一つ、二つ、もめているところがあるということで、後にずれ込むと

いう話もつい最近聞いたばかりでありますので、その辺、今の答弁で安心させていただき

ました。 

この下のところの、２２補償、補填及び賠償金というところで、費用が上がっています

けれども、これは何件分ということですか。 

豊国委員長 多賀井課長。 

多賀井都市整備部二国推進課長 これには、基本設計による、道路法線内にあります１０件の農業

用倉庫の補償費となっております。 

豊国委員長 よろしいですか。出口委員。 

出口委員 ８１ページ、道路橋りょう総務費、１１の需用費なんですけれども、光熱水費１，４５

７万９，０００円という形、多分、これはもう防犯灯の部分がほとんどだと思います。そ

れと、修繕料というのが、これ４４５万２，０００円という形で、この２点について、多
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分防犯灯と思うんですけれども、ほかに何か別枠の経費がかかるのかどうか。もしくは、

修繕料はどれだけの件数を予定しているのか、その辺をお聞かせ願いたいと思います。 

豊国委員長 中谷課長。 

中谷都市整備部土木下水道課長 １，４５７万９，０００円の内訳を申し上げます。 

これは、全て外灯の電気代となっております。現在、外灯がＬＥＤを含め、３，５２３

基ありまして、次年度の新規１５基を含んだ電気代となっております。 

続きまして、修繕料４４５万２，０００円ですが、現在の外灯の修理代です、平成２５

年度実績は１，１１０件程度ありました。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 今の１，１１０件というのは、ほとんどこれ、蛍光灯の取り替えか、もしくはほかにど

ういう修繕料がかかっていますか。 

豊国委員長 中谷課長。 

中谷都市整備部土木下水道課長 内容的には、蛍光灯の玉替えと水銀灯の玉替えと灯具の取り替え

です。 

出口委員 何の取り替え。 

中谷都市整備部土木下水道課長 灯具です。 

出口委員 灯具。 

中谷都市整備部土木下水道課長 球を含めた電気器具全てです。 

豊国委員長 よろしいですか。はい、どうぞ。 

竹原副委員長 一つ確認です。８６ページですね。緑ヶ丘住宅ＰＦＩ事業という項目が出てきてお

りますが、確認なんですけれども、予定どおり、着々と１棟の工事も進んでおるのかどう

か。また、計画どおり、きちっと支障なく進んでいるのかどうかというのを１点、答弁を

お願いします。 

豊国委員長 木下理事。 

木下都市整備部理事兼ＰＦＩ総括 ＰＦＩ事業の進捗状況でございますが、昨年９月に本格的に工

事着手しまして、鋭意事業者のほうで努力して工事を進めておりますが、昨今の建設ブー

ム、東京オリンピック等の状況もあって、型枠大工の手配が難しいところが若干ございま

して、１カ月程度のおくれであったのですが、現在、遅れを少しとりもどしているところ

でございます。 

当初計画では、１回目の入居者移転が平成２７年１０月、１１月を予定しておりますの
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で、今後、事業の進捗を図りまして、その期間での完了を予定してございます。 

豊国委員長 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、土木費の質疑を終わります。 

続いて諸支出金に入ります。 

予算書１０２ページの目、海釣り公園管理基金費をごらんください。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、諸支出金の質疑を終わります。 

以上で、一般会計歳出の質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第５号「平成２７年度岬町一般会計予算の件」のうち、本委員会に付託された案件

について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第５号のうち、本委員会に付託された案件は可決されました。 

議案第８号「平成２７年度岬町下水道事業特別会計予算の件」について、議題とします。 

本件については、本会議で説明を受けておりますが、補足説明がございます。担当課か

ら補足説明をお願いします。中谷課長。 

中谷都市整備部土木下水道課長 平成２７年度岬町下水道事業特別会計予算に係る公共下水道工事

の予定箇所について補足説明いたします。 

予算書１６７ページの節、１５工事請負費、及び２２補償、補填及び賠償金に係ります

工事予定箇所で、事業委員会資料の５ページをごらんください。 

深日緑地区で、実線で示していますのが下水道汚水管の埋設箇所で、破線で示していま

すのが汚水管を埋設することに伴い水道管の移設が必要となる箇所です。今回の工事延長

といたしまして、下水道汚水管の埋設延長約３１３メートルです。 
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豊国委員長 担当課からの補足説明が終わりました。 

委員会資料５ページの補足資料と併せ、予算書１５３ページから１７６ページをごらん

ください。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第８号「平成２７年度岬町下水道事業特別会計予算の件」について、原案のとおり

可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第８号は本委員会において、可決されました。 

議案第９号「平成２７年度岬町漁業集落排水事業特別会計予算の件」について、議題と

します。 

本件については、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思

います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

豊国委員長 予算書１７７ページから１８６ページをごらんください。 

質疑ございませんか。出口委員。 

出口委員 委員会資料の中の説明をお聞きしたいと思います。 

６ページの書類なんですけれども、その中で水道料金が。 

豊国委員長 ちょっと待ってください。そこ、水道事業。 

出口委員 すみません、また後で聞きます。 

豊国委員長 また後でお願いします。 

ほか、質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第９号「平成２７年度岬町漁業集落排水事業特別会計予算の件」について、原案の

とおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第９号は、本委員会において、可決されました。 

議案第１５号「平成２７年度岬町水道事業会計予算の件」について、議題とします。 

本件については、本会議で説明を受けておりますが、補足説明がございます。担当課か

ら補足説明をお願いします。鵜久森理事。 

鵜久森水道事業理事 平成２７年度岬町水道事業会計予算の件について、補足説明させていただき

ます。 

委員会資料の６ページをごらんください。 

これは平成２７年度水道事業会計当初予算の資料でございます。これにつきましては、

前年度の平成２６年度の当初予算と比較を取りまとめた資料となっております。地方公営

企業会計制度が大幅に改定され、新会計基準が平成２６年度予算から適用されております。

当初予算と併せてごらんください。 

まず、委員会資料の６ページの収益的収支の収入につきましては５億６，８０６万７，

０００円、また、支出につきましては５億５，０２７万円となっております。 

次に、資本的収支の収入につきましては２，１４７万１，０００円、また、支出につき

ましては１億９，４９２万６，０００円となっています。 

次に、平成２７年度水道事業会計予算に係ります修繕費について補足説明させていただ

きます。 

予算書の２８８ページ、原水及び浄水費、節の修繕費、４００万円は、水道庁舎にあり

ます中央監視装置等の電気計装設備の突発的な修繕に対応するための費用でございます。 

また、次の２８９ページの配水及び給水費、節の修繕費、４，２９４万４，０００円に
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つきましては、配水管及び給水管の漏水等の修繕費と減圧弁の修理、取替用量水器代及び

消火栓等の修繕費でございます。 

次に、水道工事の予定箇所についてご説明させていただきます。 

予算書の２９７ページの節、工事請負費、２，３７５万円のうち、１，３７５万円に係

ります工事予定箇所ですが、その場所は委員会資料の５ページをごらんください。 

先ほども説明がありましたが、役場南側の緑地区で、破線の部分が下水道関連事業に伴

い、水道管を移設する場所でございます。 

残り１，０００万円につきましては、委員会資料の７ページをごらんください。国道２

６号淡輪田身輪橋近くにあります、淡輪受水場内における高区配水池系統の流入弁更新工

事でございます。 

これにつきましては、平成２６年度の当初予算で計上させていただいておりましたが、

運用方法等を調整し、流入弁等の機器の延命に努め、更新を先送りし、工事の執行を見送

っておりました。しかしながら、最近になって、状況が悪化し、運用方法の調整では対応

が難しくなり、やはり更新が必要となりましたので、改めて計上しております。 

説明につきましては以上でございます。 

豊国委員長 担当課からの補足説明が終わりました。 

委員会資料５ページから７ページの補足資料と併せ、予算書２６５ページから２９７ペ

ージをごらんください。 

質疑ありませんか。出口委員。 

出口委員 さっきは勇み足で申しわけございません。 

６ページの部分でございます。水道料金の増減額が２，５４０万８，０００円と。これ

は使用料の減となっております。と同時に、給水加入金の部分で１３５万円、新規給水加

入軒数の増ということになっております。それともう１件、その下の受水費なんですけれ

ども、４４０万１，０００円、受水料の減となっておりますが、これはふつうからいけば、

給水戸数がことしはたしか８，０８９戸と聞いておりますが、これだけの使用料の減があ

るということは、給水戸数が減ったと思われますんやけども、またそこに１３５万円の新

規加入軒数の増となっておりますし、その辺の格差と、これがその部分でいくと、金額が

受水料の減と使用料の減が比例しないといかんと思うんだけど、その格差がありますので、

その辺はどう捉まえ方をしたらいいか、ご説明願います。 

豊国委員長 鵜久森理事。 
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鵜久森水道事業理事 今の委員の質問に対して、お答えさせていただきます。 

水道料金は、近年の人口の減について、水道料金のほうの収入がかなり減っております。

まだ平成２６年度の決算が出ておりませんので、決算の見込みで計上させていただいてお

るところでございます。人口の減少とともに減っているところが現実でございます。 

また、新規の手数料を増と見込んでいるところでございますが、これにつきまして、増

えている分に関して答えさせていただきます。 

豊国委員長 大野課長代理。 

大野都市整備部水道課長代理 平成２７年度の加入金の計算ですが、ことしにつきましては、要求

額の内容としまして、軒数としましては２７軒を予定しております。 

今回もそうですけれども、１３ミリ、２０ミリで、１軒当たりの給水加入金が違います

ので、それに基づいて軒数を計算しましたところ、今回は５２９万，２０００円を上げさ

せていただいています。 

なお、平成２６年度の当初予算の数字を持っておりません。 

（発言する者あり） 

出口委員 わからんねん。私も聞いて、わからんねん。 

大野都市整備部水道課長代理 平成２６年度の当初予算の数字を持っておりませんので、軒数の増

につきましては、今お答えできません。 

（発言する者あり） 

大野都市整備部水道課長代理 ことしの加入軒数を試算した軒数が２７件で、その合計が５２９万

２，０００円です。 

平成２６年度の加入軒数は今手元に持っておりませんので。 

豊国委員長 質問の件、余り理解されてないんと違う。もう一度、出口委員、はっきり質問し直し

てやって。 

大野都市整備部水道課長代理 ふえた理由は、給水軒数の増ですけれども、軒数につきましては、

手元に持っておりませんので、何軒分ふやしているかわかりません。後で資料を確認させ

ていただきたいと思います。 

出口委員 今、２７軒で、１３ミリと２０ミリの合計があるので、その分で２７軒ふえて、１３５

万円の料金を計上しておりますと私は捉まえたんですけれども、そうではないんですか。 

大野都市整備部水道課長代理 この２７軒というのは今回の加入金の計算をするときのもとになっ

た軒数です。 
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出口委員 それが１３５万円でしょう。 

大野都市整備部水道課長代理 いいえ、５２９万２，０００円です。増額につきましては、軒数に

よって違いますので、去年の当初予算の軒数がわからない場合は、軒数の増がわかりませ

ん。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 私が聞いたのは、増減額が１３５万円ありますよと。だから、その軒数は何軒ですかと

聞かせてもらったんですよ。 

大野都市整備部水道課長代理 先ほども言いましたように、平成２６年度の当初予算での軒数が今

手元にございませんので。 

３９４万２，０００円の数字を出した軒数と５２９万２，０００円を出した軒数と違い

ます。手元に平成２６年度の資料がございませんので、軒数の差し引きができませんので、

申しわけございません。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 どうぞ、私、今、回答は結構です。また、ちゃんと後から回答してもらったら結構です。 

豊国委員長 鵜久森理事。 

鵜久森水道事業理事 委員のおっしゃるとおり、水道料金の収入が減ってきているのにかかわらず、

水道の加入が増えてきているという、その疑問だと思います。 

料金のほうは先ほど説明させていただきましたように、人口の減と節水意識の向上とい

うことから、収入が減ってきているのはお答えさせていただきましたが、後でまたメータ

ーの加入金の算出方法、また改めて説明させていただきたいと思います。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 それはそれで結構です。 

当初に話した、使用料の減が２，５４０万８，０００円ありますわね、増減額がね。計

上されていますね、ここへ増減額としてね。それと、受水料の減が４４０万１，０００円

という形で、これを私、いろんな今の説明からいきますと、比例するのが筋ではないのか

な。それは大分、使用料の減と受水料の減が格差が出ていますので、その辺をどう捉まえ

たらいいのかをお聞きしたいのですよ。 

（発言する者あり） 

豊国委員長 委員からの休憩が出ていますけれど、時間がかかるんだったら、しばらく休憩します

が、どうですか。 
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暫時休憩。 

（午前１１時２７分 休憩） 

 

（午後 １時３４分 再開） 

豊国委員長 休憩前に引き続きまして、会議を再開します。 

先ほどの件、答弁お願いします。鵜久森理事。 

鵜久森水道事業理事 先ほどの件について、ご説明させていただきます。 

水道料金は先ほどのように下がってきているご説明をさせていただきました。受水費の

減額との比率が違うのではないかというご質問に対しまして、お答えさせていただきます。 

平成２７年度の当初予算は、平成２６年度の今の実績の自己水の割合がかなり増えてお

ります。孝子ダムを水源にしています孝子浄水場の水を使うほうが費用的に安くなります

ので、平成２６年度の当初予算では、自己水をおおむね２５％で考えておりましたが、平

成２６年度の決算ではおおむね２９％、約４％たくさん使っておりましたので、その分、

受水費が下がってきました。自己水と企業団水の割合が変わってきているということでご

理解ください。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 今の説明でよく理解はできましたけれども、ただ、受水量の減と使用料の減が、約６分

の１の差がございますわね。２，５４０万円と４４０万円でしたらね。そういう中で、今、

２５％から２９％に自己水がふえたという形で説明がありましたけれども、その辺でもち

ょっと開きがあるのですけれども、もうそれ以上結構でございます。一応、それで理解さ

せていただきます。 

豊国委員長 そしたら、その件はよろしいですね。 

ほかにありますか。竹原副委員長。 

竹原副委員長 ただいまいろいろな答弁を聞いておりまして、岬町には自己水があるんだなと。ま

た、比率も上がってきて、安い水を供給するといったことをお聞きしました。 

設備等、だんだんと古くなってきているのかなと思いつつ、孝子の浄水場はまだ大丈夫

なのでしょうかというのが一つ心配なので、淡輪の受水場も弁があかんというふうになっ

てきているんですけど、孝子の浄水場のほうはまだまだ心配なく使えるのかなというのが

一つ心配なんですけれど、大丈夫でしょうか。 

豊国委員長 鵜久森理事。 
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鵜久森水道事業理事 孝子浄水場につきましては、昭和４３年度に築造された、かなり古い施設で

ございます。昨年度も、作成しましたメーカーに点検はしていただきました。やはり、そ

の分劣化等々はありますけれども、今のところは大丈夫というお答えはいただいておりま

すが、何せ古い状況ですので、今後いろいろとメンテナンスは必要だと考えております。 

豊国委員長 田代町長。 

田代町長 ちょっと補足をさせていただきますと、今、担当部のほうはメンテナンスをやりながら、

何とかいけているということですけれども、私、ここ三日ほど前ですかね、先週だったと

思うんですけれども、現地へ確認したところ、やはりかなりの老朽化が進んでおりまして、

企業団に丸ごとふってやるか、いろんな検討も実際しておりますけれども、なかなか企業

団としても、町の今の状態の中で引き取るというのは難しいかなということで、今後は、

やっぱり抜本的な改修をやっていく必要があるかなと、このように思っております。 

しかし、これはあくまで、年次計画をしっかり立てて、やはり、日常生活水ですから、

貴重な設備ですので、万が一のことに備えて、しっかりと整備する必要がありますので、

このことは議会の皆さん方にも一つ、そういった状況にあるということだけご理解を賜り

たいと、このように思っております。 

豊国委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第１５号「平成２７年度岬町水道事業会計予算の件」について、原案のとおり可決

することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第１５号は、本委員会において可決されました。 

議案第２４号「岬町基金条例の一部を改正する件」を議題とします。 

本件については、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思
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います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

豊国委員長 質疑ございませんか。竹原副委員長。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 １点確認だけさせていただきたいと思います。 

基金条例のところで、「整備」というのを追加するといった説明だったんですけれども、

整備に回すだけの基金残高があるのでしょうかというのが一つ心配になっております。よ

かったら、基金残高がどのようになっているのかだけ教えていただきたいなと思います。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 基金残高について、お答えさせていただきます。 

平成２５年度末では、１億４，５２３万４，０００円でございます。平成２６年度の基

金残高の見込みとしましては、１億５，６３２万１，０００円となります。 

豊国委員長 竹原副委員長。 

竹原副委員長 これは毎年、積んで、積んでいくところで、年間おおよそどのくらいずつ積まれて

いくのでしょうか。 

豊国委員長 寺田課長。 

寺田企画政策担当課長 平成２７年度の積み立て見込みとしましては２，２０５万８，０００円を

積み立てする予定です。そして、維持管理、整備も含む、基金を取り崩し分につきまして

は、１，６３５万７，０００円になります。よって、平成２７年度末基金残高の見込みと

しましては、１億６，２０２万２，０００円を見込んでおります。 

竹原副委員長 お聞きしまして、安心しました。 

豊国委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第２４号「岬町基金条例の一部を改正する件」について、原案のとおり可決するこ
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とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第２４号は、本委員会において可決されました。 

議案第２６号「岬町手数料条例の一部を改正する件」を議題とします。 

本件については、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思

います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

豊国委員長 質疑ございませんか。出口委員。 

出口委員 １１ページの変更する部分の新旧対照表がございますけれども、説明だけお願いします。

３７から３８、３９と、旧と新の違いは「管理並びに」ということが追加になっておりま

すんやけども、この有害鳥獣法の中で、「管理並びに」というのは、どんな管理をされる

のか理解ができませんので、その辺の説明をお願いしたいと思います。 

豊国委員長 河合副理事。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 今回の改正については、シカやイノシシによる自然生態系

の影響及び農林水産業の被害が高い水準に推移していることと、狩猟者の減少、高齢化に

より、鳥獣保護の担い手が減少しております。 

そこで、その生息地の範囲を広大している鳥獣による生活環境、農林水産業、または生

態系にかかわる被害に対処するための措置を法に位置づけるため、現行の法に、鳥獣の管

理を加えることになりました。 

鳥獣の管理とは、その生息数を適正な水準に減少させ、または、その生息地を適正な範

囲に縮小させることを意味しております。 

豊国委員長 出口委員。 

出口委員 これ、生息数とかその地域とかをどうやって計測するわけですか。 

回答はまた個々にいただいたら結構でございます。私、その辺だけが理解できなかった

もので質問をさせてもらったので、またあと個人的に回答をしていただいたら結構でござ

います。 

豊国委員長 質問者がそのように言っていますので、またこの件については、後日、個々に説明を

してやってほしいと思います。 

ほかにありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第２６号「岬町手数料条例の一部を改正する件」について、原案のとおり可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第２６号は、本委員会において可決されました。 

議案第３１号「岬町営住宅条例の一部を改正する件」を議題とします。 

本件については、本会議で説明を行っておりますので、理事者の説明を省略したいと思

います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

豊国委員長 質疑ございませんか。 

木下都市整備部理事兼ＰＦＩ総括 委員長、補足説明をさせていただけますでしょうか。 

豊国委員長 木下理事。 

木下都市整備部理事兼ＰＦＩ総括 委員会資料の１２ページをごらんください。 

岬町営住宅条例の一部を改正する件について、補足説明させていただきます。 

本会議でご説明させていただきましたように、今回の条例改正は町営緑ヶ丘住宅の建て

替えを契機に、共益費を徴収するため、本条例の所用の改正を行うもので、共益費の徴収

等の条例を第２３条の２として、１条加えるものでございます。 

第２３条の２の２行目の「規則で定める費用及び規則で定めるところ」につきましては、

委員会資料１５ページの参考資料２をごらんください。 

規則で定める費用につきましては、規則で定める共益費の範囲においてお示ししており

ます、①階段灯、廊下灯、外灯及び自転車置場灯などの電気の使用料から④までとしてご

ざいます。 

次に、規則で定めるところにつきましては、規則で定める共益費の額の算定にお示しし
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ていますように、住棟ごとの上記①から④の合計をもとに、住戸ごとに算定するものでご

ざいます。 

なお、当該共益費につきましては、家賃と同様に、入居者の収入に応じて減額等を行う

ものでございます。 

豊国委員長 今の補足説明、ご理解していただけましたか。 

ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

豊国委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第３１号「岬町営住宅条例の一部を改正する件」について、原案のとおり可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

豊国委員長 満場一致であります。 

よって、議案第３１号は、本委員会において可決されました。 

以上で、本委員会に付託を受けました議案８件については、全て議了しました。 

（発言する者あり） 

豊国委員長 それでよろしいですか。そしたら、質問者もそのようにおっしゃっていますので。 

（発言する者あり） 

豊国委員長 今のあれは、担当課のほうは理解されておりますか。 

河合都市整備部副理事兼産業振興課長 理解はしております。 

豊国委員長 お願いします。その件はお願いしておきます。 

それでは、議案８件については、全て議了しました。 

本日の審査経過並びに結果については、次の本会議において委員長報告を行いますので

委員の皆様方のご協力をお願いします。 

これで事業委員会を閉会します。 

（午前１１時５２分 閉会） 
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